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 本報告書は、山形県で実施した発掘調査に引き続き、遊佐町教育委員会が平成15年度
 と16年度に実施した、第8次から11次までの小山崎遺跡詳細分布の調査結果をまとめた
 ものです。

 小山崎遺跡は、縄文時代早期から晩期までの約3,800年間にわたって営まれた遺跡で、
 土器や石器、木製品・骨角器などが検出され、全国的にも脚光を浴びており、貴重な文
 化遺産の存在することが判明しております。2ヶ年4次におよぶ調査の結果、周辺から新
 たに7ヶ所の遺跡が確認され、小山崎遺跡を広域的な視点で位置づける好資料が得られ、
 それらを総括的に考察すべき方向が示唆されました。まだまだ不明な部分も多くありま
 すが、今後も継続して発掘調査を進め、遺跡の全体像を明らかにする必要があるものと
 思われます。

 本報告書が埋蔵文化財に対する理解と関心を深め、その保護・普及の一助となれば幸
 いです。終わりに、本調査を実際に担当された佐藤禎宏調査主任をはじめ、調査委員渋
 谷孝雄・阿部明彦・小野忍・酒井英一の各氏、調査指導いただいた山形県教育庁社会
 教育課文化財保護室・山形県埋蔵文化財センターやご協力いただきました関係各位に心
 から感謝申し上げます。

 平成17年3月遊佐町教育委員会
教育長小田島健男
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例言
 1本書は遊佐町教育委員会が実施した小山崎遺跡とその関連遺跡調査の概要報告書である。

 2この調査は平成15年度に第8・9次、平成16年度に第10・11次として行なわれており、経費
 は緊急雇用対策事業によっており、本書は別途印刷費で出版する。

 3調査地は小山崎遺跡と既知の柴燈林・丸池遺跡周辺を対象としている。
 4調査体制はその主体である遊佐町教育委員会が小山崎遺跡調査委員会を組織して、小山崎遺

 跡発掘調査団に委託したもので、巻末に表示している。
 5遺跡周辺の地形図測量と調査地の基準杭の設定は、有限会社アース測量に委託した。
 6本書の編集と執筆は佐藤禎宏が担当した.
 7本報告書の作成にあたって、遺物の洗浄・注記・接合では高橋艶・高橋皆子・阿曽孝子・

 三浦娃・高橋信子・土門文子、諸資料の整理や復元・実測と図化作業では土門貢・本間一
 吉・土門博・森谷愛が、佐藤を補佐している。

 8本調査では文化庁、山形県教育委員会社会教育課文化財保護室、山形県埋蔵文化財センター
 八幡町教育委員会、遊佐町土地開発公社、箕輪鮭漁業生産組合、遊佐森林組合、池田和博・
 佐藤専一ら土地所有者、渋谷孝雄、阿部明彦、佐藤嘉広らの指導と協力があった。

 9調査の記録と遺物は、遊佐町教育委員会が一括して保管している。

凡例
 1検出遺構と遺物の登録は、下記の分類記号を用いて番号をそれに付している。

 SK…土坑、SD…溝、SX…性格不明遺構、SP…ピット、
 RP…土器・土製品、RQ…石器・石製品、RM…金属製品、RW…木製品

 2分布調査の第8次以外は、正方位のグリッドに基づいて調査している。試掘坑の名称は、各調
 査地区で南北線と東西線が直交する基点(NSO・WEO)を設定し、南(S)北(N)と東(E)西(W)へ
 の記号と距離で表記している。確認調査では小区に細分して記録した。

 3採録した地形図、調査の平面図・層序断面図の縮尺はスケールとともに付記している。土器
 の実測図と拓影は1/6、石器の実測図は1/3を原則としたが、写真の縮尺は不同である・

 4土器と石器にはそれぞれ通し番号を用いて、実測図と写真の同一個体は同一番号とした・土
 器の番号には出土試掘坑名や調査小区名を付している。

 5地層などの色調記号はr新版標準土色帖(1997年版)』(農林水産省農林水産技術会議事務局
 監修)による。

 7本文では関連機関について次のような略称を使用した。山形県教育委員会:県教委・山形県
 埋蔵文化財センター:県埋文、山形県立博物館:県博、遊佐町教育委員会:町教委
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L

 1遺跡と調査

 1遺跡の位置
こやまざき

 小山崎遺跡は山形県飽海郡遊佐町大字吹浦字七曲、七曲堰ノ東に所在する。JR羽越本線の
 吹浦駅から東方lkmの位置にある。遺跡は鳥海山(2229.9m)の南西麓にあり、平野部に張り出
 した小山崎(俗称)と呼ぶ標高5m前後の低平な溶岩台地を中心にしている。この周辺では鳥海
 山裾野の山塊が入り組みながら庄内平野の北端と接しており、遺跡の南を限る牛渡川は500m
 西南で滝淵川に合し、さらにその先で洗沢川、そして本流の月光川(吹浦川)と合流し、庄内砂
 丘北端を横断して日本海に注ぎ込む。この河口は遺跡の1.5km西である。このように遺跡付
 近の地勢は変化に富み、庄内の地形的要素である海・山・川・平野・砂丘が、凝縮されたよ
 うに限られた狭い地域内を構成している。牛渡川は鳥海山腹の観音森(685m)南東に発する全
 長3km足らずの川である.その水流は岩間からほとばしる多くの湧水によっており、通年11
 度を保つ透明度の高い清洌な水は、バイカモ(金魚草)を育み鮭の潮上する川となってきた。小
 山崎東側にある箕輪鮭人工孵化場では、年間平均約3万尾の鮭を捕獲している。
 県教委のr山形県遺跡一覧(2004年度版)』によれば、遊佐町域には199ヵ所の遺跡が分布し

 ている。縄文時代の107ヵ所は山麓部を縁取るように散在している。その中には小山崎北方
 48kmに後期の青銅刀を出土した三崎山A遺跡、南西5kmに中期末から弥生初頭の神矢田遺
 跡、同方向9.2kmに石囲い中に埋置された晩期の土偶を出土した杉沢A遺跡などがあり、遺跡
 の西1kmに鎮座する大物忌神社と神宮寺跡は、『三代実録』に記載された雨降った石鎌の発見
 地に関わっている。遊佐町には学史に残る遺跡が多い。

 1892年に羽柴雄輔は丸池遺跡の石器3点を紹介している(r東京人類学雑誌』8-79)。長谷部言
 人は1919年に吹浦一本木貝塚出土の土器・石器と貝類に触れている(r東京人類学雑誌』34-8)。
 さらにr日本石器時代遺物発見地名表』(東京大学理学部人類学教室編纂1928)には、吹浦村内
 の23ヵ所が記載されており、昭和初期の県内市町村では最多の発見数であった。戦後になっ
 て酒井忠一・加藤稔は報告書『吹浦遺跡』(1955)で、近くの丸池・柴燈林・小山崎・小谷地



 ・戸ノ内田の5遺跡を紹介し、赤坂・寺屋敷・小野曾・箕輪上山・尾落伏下山・盲神・桝川・
 藤崎の出土品などを表示している。このように図1に示した吹浦一帯の縄文遺跡の多くは、県
 内でも比較的に早い時期から注意されてきた。とりわけ吹浦遺跡は県下の本格的な考古学調
 査の先駆けとなった。1951年から4次の発掘調査が行われて、前期末から中期初めの集落跡
 と小貝塚が検出され県指定史跡となっている。その後1983年から国道7号線バイパス工事に
 伴って再び4次の調査が実施され、竪穴住居群と多数の袋状貯蔵庫のある集落が明らかにな
 った。また柴燈林遺跡からは中期の多量の遺物が採集され、丸池遺跡は古墳時代の金環や玉
 類の出土で注目されてきた。小山崎近辺の既知ないし未知の幾多の遺跡は、縄文人にとって
 格好の居住条件があったことをうかがわせている。

 2調査の経過

 『日本石器時代遺物発見地名表』の小山崎出土品は、井上頼寿の報告として「石鎌・打石
 斧」を記載している。さらに酒井らは小山崎遺跡の解説中で「高所が土取りのため相当崩さ
 れ荒れている」と指摘し、遺跡北側の林道工事で相当な出土品があったこと、丘陵沿いの七
 曲堰川底に多数の遺物が埋まっていること、それらの土器片から縄文中期後半から後期前半
 の時期と推定している。また七曲堰の北側に繊維土器片の包含層があることから、丸池周辺
 一帯は前期から晩期にわたる複合遺跡と想定した(r吹浦遺跡』1955)。その後の小山崎遺跡は
 県教委の分布調査で、縄文時代中期～後期の遺物が出土する遺跡として登録されてきた。

 この小山崎遺跡周辺に県営圃場整備事業が計画され、遺跡をめぐる事態が急展開する経緯
 は表1と図2の通りである。県教委は1990年に表面踏査、92年には試掘調査(165ヵ所)を実施し
 て、範囲を小丘陵から西側谷合の水田全域で東西・南北各300mとし、小丘陵の西南縁辺に
 遺物包含層の集中地点を確認した。出土品は縄文時代の土器・石器と平安時代の須恵器・赤
 焼土器である。その後圃場整備事業の実施が1年間繰り上がることとなり、遺物の出土範囲は
 全面盛土とし、95年に破壊が生じる用排水路の緊急発掘調査を行なっている。この調査は、
 2,412㎡の表土を除去し、153nfの深掘区・拡張区が精査されている。良好な保存の低湿地遺
 跡であることから、記録保存を範囲確認調査に変更している。各採掘区では深さ2.5m前後ま
 で11～16層が認められて、縄文早期末から晩期中葉にいたる土器と動植物遺存体と木製品が
 発見されている。同時にT9北2拡張区で27本の柱根と116点の川原石を使った配石を検出し
 ている。このような希少な成果から県教委は関係部局と協議を重ね、小山崎丘陵西域の水田
 東半部は事業から除外して、遊佐町土地開発公社が買収し公有化することとなった。2004年
 10月に遊佐町は小山崎遺跡歴史公園(仮称)建設事業用地として、1万1307㎡を公社から取得
 している。

 表1小山崎遺跡調査の経過

 調査次現地調査(実働日数)調査区面積調査主体(担当)

 分布1990年山麓・平地の表面踏査260×250m山形県教育委員会

 試掘1992年10月28～30日水田に試掘坑165ヵ所4L25㎡山形県教育委員会

 第1次1995年7月25日～9月13日(23)T1～112412rゴ山形県教育委員会

 第2次1998年7月22日～8月28日(23)A・B区80誼県教委(山形県立博物館)

 第3次1999年7月21日～8月28日C～H区6ヵ所102n{県教委(山形県立博物館)
 第4次2000年5月29日～9月1日第一～三区580㎡山形県埋蔵文化財センター

 第5次2000年7月26日～8月29日山麓1～P、丸池Q180nf県教委(山形県立博物館)
 第6次2001年7月3～31日R～丁区3ヵ所60nf県教委(山形県立博物館)
 第7次2002年6月5～8日(4)ボーリング調査1nf県教委(山形県立博物館)

 1998年～2002年に県教委が主体となって、第2～7次の重要遺跡確認調査を実施している。
 4次以外は国庫補助事業として県博が担当した調査である・この一連の調査は遺跡の範囲と
 内容の確認を目的としており、約3400㎡から土器や石器など350箱を得ており・水場遺構・
 柱穴列・焼土遺構・小貝塚などが発見され、土壌と花粉の分析は各地層堆積時の地形的な推
 移や森林植生などの古環境を復元している。こうして小山崎丘陵とその周囲の縄文時代の景
 観を含む情報が増えてはいるが、多大な遺物を残した居住の本拠地は確定できなかった。

 3本次の調査
 県教委の調査成果を受けて、町教委は2003年度に第8・9次調査・翌04年度に第10・11次

 調査を行なっている。いずれも緊急雇用対策事業としての実施である・今回の4次にわたる調
 査の目的は、低湿地の活用に密接に結びつく縄文時代の集落跡・とりわけ出土遺物の多数を占
 める後期の本拠地の所在を究明することにある。あわせて小山崎周辺の遺跡の存在●範囲・
 時期・性格を探求している。

 この調査では試掘を伴う分布調査を主体としながら、一部で確認調査を行なっている・第
 8.9.11次調査では主として山林の分布調査、第9・10次調査では山間と小山崎丘陵西側の
 平地を対象に確認調査を敢行した。調査地はすべて鳥海山国定公園の領域内であり、山間は
 民有林、平地も一部が私有地であり、それぞれ認可の協力を得ている。分布調査は10地区、
 確認調査は2ヵ所であり、その対象面積は合計4万4036㎡、1nfの試掘坑は235ヵ所、確認調
 査の面積は118雌で、調査した合計面積は371㎡であった。出土遺物は整理箱で8・9次が22
 個、10・11次が24個であった。これらの現地調査の日数は延べ63日間である。調査は表2・
 図3のように実施している。



 表2第8～11次調査実施状況

         調査老調査年度現地調査期間地区(区〉予定杭(地)(ヵ所m対象面積(㎡実施坑(地〉(カ、m)面調査面積(㎡)合計
         8次平成15年7/7～31AB291761700123001358135871

         9次平成15年10/20～11/19BCDEFG2×10m736380235720580038006300玉20044002×9m37373221218373732218153
         10次平成16年6/28～8/10IH皿10×10m2×4m2×4m10088io×10m2×4m2×4m10088116
         11次平成16年10/27～29HIDJ10984360024.0012001200109841098431

         A口計10地区536ヵ所44036235ヵ所371

 ■分布調査

 1調査地区と試掘坑(図3)

 分布調査は小山崎丘陵北方で東西に広がる山麓部を対象としている。調査地区には急峻な
 斜面を避けて緩慢な斜面や平坦部を選地し、調査順にA～」地区と仮称した。B地区は柴燈林
 遺跡にあたる。試掘坑の設定ではA地区が任意の軸線、B地区が東北電力の鉄塔を原点とした
 送電線方向の軸線を採っている。9次調査以降は地形図が完成しており、第2次調査以来の網
 目を踏襲したグリッド配置図によっている。一辺が100mの大区、それを2m四方で細分した
 小区の桝目に基づいたものである。各地区では10m毎に予定杭を立てており、原則として20m
 おきの市松状に位置する方1mの試掘坑を調査している。

 2各調査地区の概況

 以下、各地区の調査状況を略述する。遺物の出土は表3・4に集計している。
 A地区(図版1)丸池神社の西より急斜面を登攀した、標高50～60mの山腹の小さな緩傾斜

 面である。13ヵ所を試掘して4ヵ所で2層(極暗褐色土)から微量の縄文土器と赤焼土器が出土し
 た。土器片は縦位の櫛描状に並列した沈線文で後期前葉であろう。
 B地区(図版2・7・8・13)高倉林道と送電線の交叉する地点を中心とする、標高18～30mの

 緩やかな傾斜面である。58カ所を試掘している。送電線西側に旧山道、NIIO-E30の北西に
 積石があり、N40-WEOの附近に鉄塔建設中の取付道路があった。斜面の随所に散岩があり礫
 の出土で終了した試掘坑も多い。地層は調査位置によって相違するが、N20-W20の場合は1
 層が灰黄褐色土約15cm、2層が暗黄褐色土約35cm、3層が粘りのある黒褐色土約30cm、4層
 が炭化物を含んだ黒色土約25cmであり、地表面下110cmで5層の明黄褐色粘質土(地山)に達
 し、2～4層が遺物包含層であった。遺構としてはN60-W10で直径25cm、深さ約30cmのピ
 ット、N30-E20の西半分に深さ18cmほどの落込み、N30-W10とN20-W20は土器投棄場、
 NSO-W50、MO-W50、N50-W10、N70-E10の包含層最下面で、固く締まった炭化物を含
 む生活面(床面)を認めた。48ヵ所の試掘坑から6657点の遺物が出土しており、遺跡は東西
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 150m、南北130mの範囲に広がっていた。

 土器は縄文中期の大木8a式土器が主体であり、同7b式土器を交えていた。器形は大小の深
 鉢と浅鉢がほとんどである。石鏃など石器の出土も多い。N30-W10で火炎土器片が発見され
 た。下胴部を欠失した47である。口径24cmのキャリバー形の口縁部と胴部上半一面に、粘
 土紐で横に連続する2段の渦巻文を描き、大小2個を一対とした袋状突起が貼り付けてある。
 口唇部には鋭い鋸歯文が連なり、短冊形突起で支えた鶏冠状の鋸歯文のアーチ4対がつく火焔
 型の土器であった。現高は22cmである。N40-W30でも胴下半部の破片が発見されている。

 C地区(図版3・7)B地区東部の斜面を駆け上がった標高30～37mの小さな丘陵で、頂上部
 に平坦面がある。試掘坑43ヵ所中の36ヵ所から遺物が出土している。包含層が良く残存して
 おり、設定グリッドのほぼ全域、東西80m、南北100mが遺跡内と認められた。NIO-E20で
 竪穴住居跡の一部を検出している。この試掘坑の東壁は1層が黒褐色土12cm、2層が黒褐色土
 14cm、3層が暗褐色土16～23cm、4層が黒褐色土8～17cm、5層がやや粘質の暗褐色土約
 lOcm、以下6層の黄褐色粘質土でこの上面に焼土が検出された。5層中に石組が設置されてお
 り、3～5層が遺物包含層であった。
 B地区に次ぐ2311点の遺物が出土している。土器類は縄文中期の深鉢と浅鉢の破片であり、

 大木7b・8a・9式土器をわずかに含んでいるが、大半が渦巻文の発達した大木8b式土器であ
 った。この時期の集落跡といえる。S50-W40の3層から、口縁部がくの字に内折して連続爪
 形文を施した浅鉢が単独で出土している。北陸の新崎式土器の系譜であろう。
 D地区(図版4)C地区の基準杭DK5の北東150m、標高36mの小丘陵の南西・南東斜面で

 ある。46ヵ所の試掘坑の内、28ヵ所から遺物を発見し、S50-E30には土坑状の土色変化が
 あった。西部のS40-W60北壁では1層が黒褐色土18cm、2層が黒褐色土27cm、3層が黒色土
 36cm、4層が黒褐色粘質土であった.包含層は斜面では薄く、西部の谷間では部厚かった.

 表3第8～11次調査の出土遺物集計

     調土製晶蕎製晶

     町査次調査地区調査β土羅片ll他目縁胴底1合計・打製石器i磨製石器i舗石鎌石箆石ヒ剥片他1磨斧磨石砥蕎凹君徳・総計
     A地区7/9.16,i7411214lll16

     第8次B地区7/10～23表面採集7/7,8,22合計t,8105507188165051711147148・t18i25561192165651圭1:10428911114192311451111,茸104289"1i4192311456657486721
     BI区10/31～11/13t』7184654168155401i`li25951297371955636
     C地区10/27～3i量1250187585122101量!523534114621211012311

     第9次D地区10/23,24、n/i2、1E地区to/20～22F地区10/22.23G地区1i/l7.18合計l152003120811111i461荏7il曜11411161119756789257妻802111l1154122111161illllll1111117窪3117i31225156211213224畦7178235
     第1010!区6/28～8/1010H区8/3～5101E区7/7346418214014668116114n51111125560631192i363417401111王12111154247
     次合計享{346感i861411婆673書生6直25560731i92エ463417425431
     H地区10/27414111llll4

     第H次1地区10/28D地区10128J地区10/29合討lll126126重茎董414181妻書444i481llllll112ii23113272051
     総計1-2i341654059Gl王9307128童1lI421358164511260381458111031120438
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 遺物出土の試掘坑は東西150m、南北80mにおよぶが、出土遺物は251点と少量である。後
 期前半の土器に中期後葉が加わっていた。斜面での検出であり居住は確かであるが、規模の
 大きな長期間の集落の形成は不可能である。
 E地区A地区の北約100m、標高67～69mの広大な台地の南西端部である。33ヵ所を試掘

 しているが、遺構と遺物は皆無であった。
 F地区(図版1)E地区から小沢を越えた北東、N58-E154の2層(褐色土)で土器片が発見され、

 周囲で試掘坑15ヵ所を調査しているが、他に遺構・遺物の出土はなかった。出土の縄文土器
 は薄手で赤褐色をした無文の破片で、大半が同一個体であるが時期は不明である。
 G地区(図版1)七曲低湿地の北部、沢が南に開けた標高約3mの平地で、2m四方の2ヵ所を

 試掘している。NSO-E50の層位は、O層が約20年前の産業廃棄物による盛土で厚さが148cm、

 1層が旧田面下の黒褐色土36cm、2層が黒褐色土24cm、3層が黒色粘質土27cm、4層が黒褐
 色粘土で礫石と立木があり、50cm下でアシの葉や根を混入した5層の黒色粘土を確認してい

 る。地表面から2.48mまで掘り下げて、出水と壁面剥落のため終了した。図版1-5は1・3層出
 土の縄文土器である。時期は不詳であるが遺物の包含が確認された。
 H地区(図版1)高倉林道を挟んだD地区の北側である。10ヵ所の試掘坑の内、1ヵ所から3点

 の土器片が出土している。時期は不明であるが散布地とする。
 1地区D地区と南走する浅い谷を挟んだ東部である。9ヵ所に試掘坑を入れているが、遺

 物の包含層はなく出土品は皆無であった。
 J地区(図版1)G地区北端から北に約100m、標高約10mの谷間の平地で試掘坑4ヵ所を調査

 した。1層は20cm前後の暗褐色土、2層は10～20cmの褐色土で、その下は大小の礫石であっ

 た。N80-E30で2層上部から18片の土器が出土した。器厚が6mm前後の薄手で、口縁部の片
 面ないし両面に平行沈線文、細かい斜縄文と区画沈線外の磨消が特徴的である。弥生中期の
 土器かと見られる。

 第10次第"・1"区(図版4)鮭卵孚化場と牛渡川を挟んだ南東部、小字が荒川の2ヵ所に、南北
 に長い2×4mの10■・10皿の試掘坑を調査した。東部の10皿は標高2.9mで常時涌き出る水
 で覆われている。55～60cmの盛土を確認するが、強い出水で調査は不能であった。

 10Hは孵化場駐車場の東側、標高2mの休耕田(豆畑)に設定した。階段掘で北部を2.6mまで
 掘り下げて14の層位を確認している。1・2層は盛土であり、3層以下は未分解植物のある粘
 質十や粘土の互層となっており、5層がいわゆる黒泥であった。多量の未分解植物含んだ12
 層暗赤褐色粘質土から、縄文後期後半の土器を検出している。

 以上が分布調査の成果であるが、小山崎に近接する山間の状況が明らかになったといえる。

皿確認調査

 1B地区第1区の調査(表4図版5・8)

 BIは分布調査で多量の遺物が出土したN30-W10の南、N20-W20の東に設定した南北10m、
 東西2mのグリッドで、B地区の時期と性格の一端を探ることが主目的である。調査区内を方
 lmの小区に分けて、北西よりa～t区と呼称しているが、中央のi・」区は未調査である。また
 N30-W10とBI北西部を繋いでu区としている。予めN30-WlOで地層を確認しているが、南
 東壁の5層を中心に再び多くの土器が出土した。標準層位を西壁で見ると、1層が厚さ5～12cm
 の黒褐色腐植土、2層が0～24cmで暗褐色耕作土、3層が0～25cmで締りのある暗褐色土、4

 層が16～32cmで炭化物を含んだ暗褐色土、5層が13～35cmで遺物と炭片の多い黒色腐植土、
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 6層が17～38cmで粘りのある漆黒腐植土・7層が褐色粘質土の漸移層であった・
 調査区南半で土坑・埋設土器・ピット・北半で土器投棄場が出土している・SKlはn区6層

 で検出され、47×59cmの円形内に底径15・8cmの胴下半部の土器が正立していた・埋設の土
 器は赤褐色薄手無文で時期は不明である・SK2は南西隅のs区で3層下面からLO2cm掘り下げ
 られていた。m区の西壁では2層下面から掘り下げた直径43cm・深さ72cmのピットが出土
 しているが、いずれも無遺物で時期不明である。
 5,634点の遺物が出土しており一次的な包含状態は5層であった・それらはN30』W10に近

 接する北西部のu・a・c・e区で全出土数の5・%を占め・積み動⊇て密集した状態にあった・⊥
 器形は大小の深鉢と少数の浅鉢で、6個体が復元された・大型の深鉢はキャリバー形の口縁部
 に、橋状や環状の隆々とした4個の突起が起立しており・胴部には斜縄文の上に3条一組とし
 た沈線文や貼付文が施されている。深鉢40は底部を欠失するが現高648cmを測り・中央で膨
 らむ胴部上半は沈線による渦巻の曲線、下半は粘土紐の貼付によるクランク文であ歪・土器
 の大半は大木8a式土器の範疇にあるが、横位や縦位の撚糸圧痕文をもつ大木7b式の深鉢や浅
 鉢の土器片もある。なおa・b・f・h・qの5ヵ所から、火炎土器片11点が出土している。

 2第10次第1区の調査(表5・6・図版6・9～12・15●16)
 小山崎丘陵の西側、2次で柱根のあったA区の西4m、4次三区の南4m、標高2.1mの地点に

 10×10mのグリッドを設定した。この区内は2m単位で碁盤目状に細分して、北西よりaa～
 eeと呼称している。現地調査中に牛渡川の洪水で借用事務所に被害があった。調査は人力で
 層位的に掘り下げながら、全面を6層上面まで精査し、北東隅のeaは2.15m、南西隅のaeは
 2.2mまで掘り下げて深部を観察している。堆積した層位は10層に区分され、1層は盛土、2層
 は、かつての耕作土であった。3・4層は腐植土でこの層位以下は南にわずかに低く傾斜して
 いた.5層の黒色粘質土は植物が形を失うまで1こ分解の進んだいわゆる黒泥(muck)である・全
 層以下は青灰色を基調とした砂・土・粘質土・泥などの互層となっており・ヨシなど未分角牛
 植物が多量に含まれた泥炭であった。

 2層中から斜走して交叉する暗渠が出土している・4・5層中から木製鞭検出された・RW3
 ・5は流木であり、RW4は直径3-5cmの細木の林立だカミ・下端で欄確認さ鱗RW2●
 6～8の丸木に掘方はなく、3本は横倒し状態の検出で加工痕も認められず・2は下端近くで屈
 折していた.建物を構成する配置とはいえず、丸木が人為的な材と断定できなかった・6盤
 面で大,1、のピット26ヵ所を精査しているが、いずれも深さ2～7cmで起伏に応じた5層の落込
 みであった。RW4の南東には風倒木(SX1)による土色変化がある。
 出土遺物は5478点で、1・2層には近世以降の遺物もある・縄文土器4676点と磁●礁'

 石箆.調整痕のある石器・磨製石斧・磨石・凹石・石皿・砥石と剥片6・6点・土偶の脚草除
 円盤状土製融どが出土している.磁には後期的な形態や石材が特1数的であった・遺物は
 調査区内全域に散在していたが北部に多く南部妙なかった・層位別の出土数1ま2層が2275



 う。Cは沈線や隆起線で区画して縄文や撚糸文を充填する大木9一・10式土器に比定できる・D
 ～1は後期の土器である。Dは外反する波状口縁で、口縁部に無文帯があり・沈線文が弧を描
 いて垂下し部分的に縄文が磨り消され、浅い凹部(盲孔)もある。宮戸lb式などに併行の土器で
 あろう。Eは関東の堀之内1式に併行する土器であろう。波状口縁の基点から放射状に広がる
 沈線文がある。器面の列点文(120・121)と区画内の縦の並ぶ沈線文(142・143)は北陸の三十稲葉
 式土器の特徴である。Fは平行する直線と曲線による縦位の沈線文を用いた磨消縄文で、南境
 1式土器などに類似する。Gは平行沈線文が横位に施される磨消縄文で、宮戸Haないし南境
 2式土器にあたる。Hは大きな波状口縁をもち、口縁端に沿った帯縄文には縦の弧線の連結
 があり、地文は羽状縄文で、充填する縄文に列点の縁取りがあり、宝ヶ峯1式土器である。1
 は口縁部に帯状の羽状縄文や列点文が連なり、胴部に弧線で描く大模様区画の磨消縄文があ
 り、宝ヶ峯2式や加曾利B2式土器に併行しよう。Jは少量・小片であるが小突起の口縁部、瘤
 付土器、三叉文などがあり、後期後葉の金剛寺式土器から晩期初葉大洞B式土器の時期であろ
 う。Kは粗製の深鉢で縄文・撚糸文・並列沈線文・網目文などがあるが、後期の各型式に付
 随するものであろう。6～8層には中期の土器が多くなっており、9層では後期が稀となり火
 炎土器片などもあるが、S字状連鎖撚糸文や網目文など前期の土器片が増えていた。

 IV成果と課題

 2ヵ年4次におよぶ調査の成果と課題は表裏一体の関係にあるが、以下に要約しておく。
 L分布調査と確認調査の範囲内では、小山崎遺跡に縄文時代後期の遺物を残した集落跡は確
 認できなかった。今後とも引き続き究明すべき中心的な課題である。

 2.柴燈林遺跡(B地区)は縄文時代中期中葉のやや広範な集落跡と判明した。なお、既知の丸
 池遺跡採集品は小松昌一の証言により柴燈林遺跡の出土であることが判った。

 3.新たに7ヵ所の遺跡が認められた。そこでA地区は縄文時代後期と平安時代の包蔵地で柴
 燈林2遺跡、C地区は縄文時代中期中葉の集落跡で牛渡1遺跡、D地区は縄文時代中期から
 後期の集落跡で牛渡2遺跡、F地区は縄文時代の散布地で柴燈林3遺跡、G地区も縄文時代の
 包蔵地で七曲道ノ上遺跡、H地区も縄文時代の散布地で柴燈林4遺跡、J地区は弥生時代の包
 蔵地で柴燈林5遺跡と仮称する。小山崎遺跡を広域的な視点で位置づける好資料が得られた。
 なお、諸般の都合により紙幅が限定されたため、豊富な資料を充分に駆使した紹介ができ

 なかった。なるべく多くの資料を盛り込むために、挿図表や図版は縮小せざるを得なかった。
 意を尽くしきれなかった部分については、機会を得て補充していきたいと考えている。
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 森谷昌央・黒坂弘美2003年r砂子田遺跡第2・3次発掘調査報告書』県埋文調査報告書第113集

 水戸部秀樹2003年rかっぱ遺跡発掘調査報告書』県埋文調査報告書第114集

 新潟県立歴史博物館編2004年r火炎土器の研究』同成社

 後藤勝彦2004年r南境貝塚調査の層位的成果17トレンチの場合」r宮城考古学』第6号
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 表4第8・9次調査の出土遺物一覧
           口出土地土目           出土地土製晶石製品出土地ム土日島石製品合口口石製品ム           口一守一口

           試掘坑矧・目縁胴底製製計試掘坑区位1口繍胴1底製製計試掘坑底位瓜繍胴i底製製計
           区AS10E50E40OCN50WEOloE20上工B旧N30W10102534331L《33

           E30EIGON40W3QLO2849325532王260363445551335193738239411219236283
           NSQε5021233WIO1633211262313431工162

           E4012E201414ε100E302213661321a2・383委62212913011
           WEOON30W402116312123562b2・31675022381126959

           NIOWεOE⊥02N20E王02W101工2oW202143E202Gε40275222216444工喉415上555215226311123198i46
           N30N40E10ON20W302ln11267マ。2・31263513143

           BSIQWマ023W6023143圭639352953513il146351WIO23644156652729i94U5上1506446125223234t3145168227211
           NSOW802W702276671112上75E10王E302ほ83105516128566171d2・32t584il191139

           3W50388825166118198NiOW2023203WεQ2372111280112105上1155196645工6931?91161
           4W403E2022632287E2032405175853541887e2・35娼4725上45763211116往45174136

           NiOW70W60227王oE402111NSOW3Q42U58281402361145荏7654541514
           3W5023221工261258325113W102上5437646471214159f2・3t24245上533226766113392976

           N20W60232213Elo22E302121428113254544163

           W4G3W20234WEO2213主oi247850625上17181272294353219SIOW40134W2023620WEO11婆52153琶20216566731nマ2111121118617492・32畦24835上115654マ436王2594242112216155417431
           34E302960640171111127671S20W302荏8W工021142露工02292853工916431233666h2・320442d?95912415170
           E5021253422?3S30W40223土3192951685上1145ア3775914i4670
           37231313113811546北部西壁553511畦2

           N30W70WIO210i396104156W20333k2・31435228t347113t61
           3E20121455254456642i246221511701WEO2154S40W3G6509Wエ0273041012・35413王4453249

           N40W6G3W30盛土7471上o3工58S50W403uW2D287114835上154352工1L391242
           88S6GW30062

           377011且79ハ'25018758563342307m2'3257i868
           88DN4WεO0423021353t

           琶30E50ONSOEiO05上724
           ON20WEO05117

           23985126NiOW巳00ピツト1工
           E1203E160281i219NsoW202W10G60n2・3041548523938116圭00菟3

           N50W6G2Wto241043311WEO21i6SIOW3005上05840i1694826
           N60W60oW20361221226

           W40W202W1{)2415OW104120S2GW23tl主W1029190102・3i3622114171
           3王68170S30W242工工24859424

           ピツWEO216欝35工3137S40W27233892一1376111405上マ541849121154
           316i2452147S50W3022264144

           Eio3151圭65i137S20W20222P2・3些23510851541100
           N70W602W2021233W1023S30W201105上5438414212145122

           凱02314138574D2731153W巳021些70S40W603212212q2・343016512231171
           N80E2026281136W3025上i71173
           E303E40361工28W工022WEO3212玉r工2i154

           N90WEO3E3023工016733611251王204S50W7D21413tW6032212152'3工425上514895753821837665020
           NtoOW言02W2021151W2026331126271938

           WIO3WEO23駐20E509839852212311S60W703151W60363W500W300WIO2t2碓95125s2・39405上056土136247419玉322321522313252
           Nl10W303W203WIO3撹598873921138117S70W60100WsG3i56W4043W20215332G63t1542・31342266671111696837

           畦3265893328S80W3005上53217119
           E30osgoW荏03225136工33

           Nl2CWEO234261213{)W2Cl3S96W402102212u28522856           522532
           66ノ、oE全32ヵ所5200311o49652161762497

           i4土42FN58E1542146475690388i1
           8次合計8125561192io54267i2外20ヵ所1681285634

           表注:古代以降の遺物は割愛GNSOE30E501313u10159次合計12718975678925775698230
           小計11411主7
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調査体制

 第8～11次発掘調査は、下記のような体制で実施された。

小山崎遺跡調査委員会

調査総括小田島健男

調査主任佐藤禎宏

 調査指導山形県教育庁社会教育課文化財保護室・山形県埋蔵文化財センター

 調査委員渋谷孝雄・阿部明彦・小野忍・酒井英一

 事務局長石垣充(8・9次)・高橋勤一(10・11次)

 事務局員菅原聡(8・9次)・若狭俊一・鳥海盛夫(10・11次)・渡会和裕・高橋克幸

小山崎遺跡発掘調査団

代表佐藤禎宏

 調査補助高橋紀子(8・9次)・小野真由美(8次)・大川貴弘

 作業員8～11次:高橋艶・高橋皆子・土門貢、8・9次:阿曽孝子・伊藤健・高橋

 久雄・三浦娃・高橋信子・土門文子・阿部國士・三ツ橋信義・志田幸夫・斎藤

 義喜・佐藤かな子、10・11次:常田敏郎・高橋一子・本間一吉・渋谷米子・後藤

 守・大日向功・菅原二郎・佐藤吉勝・土門博・森谷愛

小山崎遺跡関係報告書

 山形県教育委員会1963年『山形県遺跡地名表』

 山形県教育委員会1978年『山形県遺跡地図』

 渋谷孝雄・安部実1991年『分布調査報告書(18)』山形県埋蔵文化財調査報告書第163集

 渋谷孝雄・安部実1993年『分布調査報告書(20)』山形県埋蔵文化財調査報告書第182集

 渋谷孝雄1997年「小山崎遺跡発掘調査報告書(1)」山形県埋蔵文化財調査報告書第198集
 阿部明彦1988年『小山崎遺跡発掘調査説明会資料』山形県立博物館

 渋谷孝雄1998年「小山崎遺跡発掘調査報告書(2)」山形県埋蔵文化財調査報告書第199集
 阿部明彦1999年r小山崎遺跡一第2次発掘調査概報』山形県立博物館
 阿部明彦1999年r小山崎遺跡第3次発掘調査現地説明会資料』山形県立博物館
 阿部明彦2000年r小山崎遺跡一第3次発掘調査概報一』山形県立博物館
 渋谷孝雄2000年r小山崎遺跡調査説明資料』」山形県埋蔵文化財センター
 金子浩昌2000年r小山崎遺跡発掘調査報告書(3)」山形県埋蔵文化財調査報告書第200集
 安部実2001年r小山崎遺跡第5次発掘調査概要報告書』山形県立博物館
 山形県埋蔵文化財センター2001年r年報平成12年度』
 安部実2002年r小山崎遺跡第6次発掘調査概要報告書』山形県立博物館
 安部実2003年r小山崎遺跡調査報告書』山形県立博物館

報告書抄録

 書名小由崎遺跡第8～i1次調査概要報管書
翻書名

巻次

 シリーズ名遊佐町埋蔵文化財調査報告書
 シリーズ番号第4集
編集者名佐藤禎宏

編集機関遊佐町教育委員会

 所在地〒999-8301出形県飽海郡遊佐町字舞鶴211番地
 発行年月日2005年2月28日

 ふりがなふりがなコード調査面積
 所樋脇灘地市町村遺跡翻北緯東経調査期間(㎡)調査原因
 示欝欝翻欝鯵藁461221439度139度2003070737LO重要遺跡

 確認のた
 藁鐙殊蓬蕩1癒繍〃221604分53分～めの学術
 慾臨雛町〃22・5・8秒38秒2。。5。331糖
 所収遺跡名種別主な、代主な'構主な遺物特記事項

 縄文β'土坑3基・溝3縄文土器(深鉢7・周辺の分布調査で新
 小山崎遺跡集落跡早期末～条・ピットなど浅鉢1・鉢3・破片規の遺跡7ヵ所が確

 晩期中葉多数>円盤状土製晶認され、柴燈林遺跡
 柴燈林遺跡縄文時代16、石器(着鎌42・の範囲と時期が判明

 中期中葉着錐9・石ヒ5・石し、丸池遺跡の採集
 箆13・磨製石斧12・資料は柴燈林である

 新規7遺跡縄文時代磨石60・凹贋14・砥ことが判った。
 中期～石38・石皿・石錘・
 平安時代浮子・着冠など〉、

 植物遺存体(クル
 ミ・トチ〉

 小山崎遺跡は標高約2mにある低湿地遺跡である。すでに7次の調査が実施
 されており、縄文時代早期末葉から晩期中葉にかけての土器・石器類、木製
 晶・骨角器などとともに動植物遺存体が検出され、水場に臨む遺構などが発
 見されている。出土品の中心的な時期は縄文後期であるが、その集落の所在
 が未明であった。そこで小山崎遺跡とその周辺の分布と確認の調査を実施し

 要約た。その結果、小出崎北部の台地には縄文中期の保存良好な集落の所在する
 ことが認められた。この山麓台地の縄文中期の遺物は、低地の小山崎遺跡へ
 流出の可能性が強い。しかし後期の大規模な集落跡の存在は確認できなかっ
 た。小出崎遺跡内の調査区でも、後期の集落跡に関わる確かな痕跡は検出し
 ていない。分布調査で新規7ヵ所の遺跡の時期・範囲・性格を確認してお
 り、小山崎遺跡を広域的な観点から総括的に考察すべき方向が示唆された。

 遊佐町埋蔵文化財調査報告書第4集
 小山崎遺跡第8～11次調査概要報告書
 平成17年3月15日発行
 編集小山崎遺跡発掘調査団(佐藤禎宏)
発行遊佐町教育委員会

 山形県飽海郡遊佐町大字遊佐町字舞鶴211
 TEL(0234)一72-3311FAX(0234)一72-3314

印刷小鷹印刷有限会社
 山形県酒田市若原町4-20




